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(1) 従来明確にされていなかった海の濁りについて， s s や濁度による把握方法を定義し，定量的な指
標の確立に努めている O
(2) 海水中の濁りの自然変動特性を大阪湾の実測結果に基づいて解析し，濁りの水平及び鉛直分布の季
節的変動が海底付近の流れの変動，密度変化，河川水の影響により大きく左右されることを明らかに
している。
(3) 工事に伴う濁りの発生原因として考えられる土砂の投入について，投入土砂の種類を変えて現場実
験を行い，土砂投入後の濁りの発生状況及び水平拡散状況を実測し，海砂より山砂の方が若干濁りの
発生量が多いこと， しかしながら海砂の方が濁りの継続時間が長いことを明らかにしている。
(4) 濁りの防止対策として汚濁防止膜をとりあげ，その対策工法の効果について論じているが，それに
よると防止膜の展張距離により防止効果が左右されること，防止膜設置に伴う濁りの挙動について考
察し，下層の乱泥流の強さがその効果に対して大きく寄与することを指摘しているO
(5) 港湾工事の濁りの予測について，三次元拡散モデルを用いた予測結果は全般的に計算結果が若干高
い ss濃度を示すけれども実用的に概ね再現できることを検証している。
以上の様に本論文は港湾工事・海洋工事に伴って生じる濁りの挙動について多くの新しい知見を与え
ており，その成果は具体的に関西国際空港の建設に活用されており，海洋・港湾工学の分野に貢献する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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